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I. 本調査研究の概要 

1. 調査研究の背景・目的 

介護施設に入所する高齢者の中には、加齢や疾病等による心身機能の低下等によってベッド上で

過ごす時間が長くなっている場合や、椅子等に座る時間が減少している場合がある。こうした高齢者は、

レクリエーションなどの社会参加の機会が減少し、場合によっては意識障害や廃用症候群をきたしてし

まう可能性もある。 

このような高齢者に対して、椅子等に快適に座ることができるよう支援する個別ケア手法の一つとし

て、シーティングが考えられる。適切なケアの一環としてシーティングを実施することによって、本人にと

って快適な座位姿勢がとれるようになり、日常生活動作が改善し、社会的な活動への参加が広がり、

最終的には生活の質（QOL）の向上につながることが期待できる。 

しかし、介護の現場では、「シーティングとは何か分からない」「シーティングをどのように行っていけ

ばよいのか」等と悩むことがあるという意見も聞かれる。椅子に座ることができるにもかかわらず、車椅子

に座っている高齢者がいる介護現場等もある。 

本事業では、「高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会」を立ち上げ、高齢者ケアにお

けるシーティングの定義や意義、目的、プロセス、留意点等について検討を行うこととした。 

また、介護職員等を中心とした介護現場で働く方、高齢者の家族及び実地指導を行う行政職員を

対象として、シーティングの基本的な考え方を学び、本人や家族の生活の質（QOL）の向上を目指す

ことができるよう、「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」と啓発資料（リーフレット、研修

用動画）を製作した。
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2. 調査の方法 

 前述の背景・目的を踏まえ、本調査研究は以下の内容にて検討・整理を進めた。 

 

図表 1 本調査の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 検討委員会での検討 

本調査では、「高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会」を立ち上げ、下記のとおり検

討委員会を５回開催した。 

 

図表 2 検討委員会での実施・検討内容 

回 実施日 実施・検討事項 

第 1 回 
令和 2 年 12 月 9 日

（水）11：00～13：00 

 本事業の概要及び進め方について 

 高齢者におけるシーティングの定義に関する検討 

第 2 回 
令和 2 年 12 月 28 日

（月）15：00～17：00 

 高齢者におけるシーティングの定義に関する検討 

 シーティングのプロセスに関する検討 

 ワーキンググループの設置について 

第 3 回 
令和 3 年 1 月 26 日

（火）10：00～12：00 

 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」に

関する検討 

第 4 回 
令和 3 年 2 月 15 日

（月）11：00～13：00 

 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」に

関する検討 

 啓発ツール（リーフレット・動画）に関する検討 

第 5 回 
令和 3 年 3 月 3 日

（水）9：00～10：00 
 本年度の成果物に関する検討 

（
1
）
高
齢
者
の
適
切
な
ケ
ア
と
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
係
る

検
討
委
員
会

（2）高齢者ケアにおけるシーティングに係る先行調査
研究整理

（3）シーティングや高齢者ケアに関する有識者に対する
ヒアリング調査

（4）高齢者ケアにおけるシーティングの定義・意義・
プロセスの明確化

（5）シーティングに関する手引きの作成

（6）啓発ツールの作成

（7）調査報告書作成

ワーキング
グループ
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 「高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会」の委員は以下のとおりである。 

 

図表 3 「高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会」委員（50 音順・敬称略） 

氏名 所属先・役職名 

石黒 秀喜  
特定非営利活動法人 地域共生自治体連携機構 

介護相談地域づくり連絡会 事務局長代理 

江澤 和彦  公益社団法人 日本医師会 常任理事 

◎遠藤 英俊 
高齢者虐待防止学会副理事長/聖路加国際大学臨床教授 

シルバー総合研究所理事長 

川畑 善智  
一般財団法人 日本車椅子シーティング財団 理事（事務局長） 

株式会社パムックス 代表取締役 

粂田 哲人  
社会福祉法人 横浜市総合リハビリテーションセンター 

公益社団法人 日本作業療法士協会 

五島 清国 公益財団法人 テクノエイド協会 企画部長 

杉山 真理 
東京保健医療専門職大学 

公益社団法人 日本理学療法士協会 

髙木 憲司 和洋女子大学家政学部 家政福祉学科 准教授 

田中 淳  
特別養護老人ホーム 山翠苑 施設長 

公益社団法人 全国老人福祉施設協議会老施協総研運営委員会幹事 

鳥海 房枝 特定非営利活動法人 メイアイヘルプユー 事務局長 

松本 信彦 埼玉県福祉部地域包括ケア課 認知症・虐待防止担当 

◎印：委員長 

 

（オブザーバー） 

 厚生労働省老健局高齢者支援課
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(2) 先行研究・調査の整理 

高齢者ケアにおけるシーティングの定義を検討するため、先行調査研究や各団体にて整理されて

いるシーティングの定義を調査した。 

 

(3) ヒアリング調査 

シーティングや高齢者ケアに関する有識者として下記の３名にヒアリングを実施した。 

 

(4) 高齢者ケアにおけるシーティングの定義等の明確化 

 先行文献調査、ヒアリング調査、検討委員会での議論を踏まえ、高齢者ケアにおけるシーティングの

定義や意義、プロセス等を整理した。 

 

(5) シーティングに関する手引きの作成 

 上記(4)において整理したシーティングの定義・意義・プロセス等に基づき、「高齢者の適切なケアとシ

ーティングに関する手引き」を製作した。 

 

(6) 啓発ツールの作成・提供 

 上記(5)において製作した「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の重要な内容を抜

粋・整理し、啓発ツール（リーフレット、研修動画）を製作した。製作にあたっては、ワーキンググループ

を組成し、適切かつ効果的な啓発ツールとなるよう作業を進めた。 

「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」及びリーフレット、研修動画は、都道府県、指

定都市、中核市の高齢者保健福祉担当部署、及びシーティング関連団体に配布した。 

 

(7) 報告書の取りまとめ 

各種調査及び検討の結果について、報告書として取りまとめた。  
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II. 高齢者のシーティングに関する調査 

 

1. 先行研究・調査の整理 

高齢者ケアにおけるシーティングの定義を検討するため、先行調査研究や各団体にて整理されて

いるシーティングの定義を調査した。 

さまざまな団体からシーティングに関する定義が整理されているが、高齢者に特化したシーティング

の定義は整理されていないことが分かった。 

 

 

団体 シーティングの定義 

一般財団法人日本車椅

子シーティング財団 

シーティングとは使用者に合わせて車椅子やバギーも含む介助用車

椅子、電動車椅子に、ティルトやリクライニング機構、座位保持装置、

車椅子クッションを含む機器を選択して、最適な状態に設定・調整・使

用方法の指導等に対応する技術 

特定非営利活動法人日

本シーティング・コンサル

タント協会 

シーティングとは、椅子・車椅子を利用して生活する人を対象に、座位

に関する評価と対応（機器の選定、調整、マネジメントなどを含む）を行

うことです。シーティングの目的は、対象者等と共有した目標を達成で

きる適切な座位姿勢を実現することにより、二次的障害の予防、活動と

参加の促進、心身機能・構造の改善を促すこと 

一般社団法人日本車椅

子シーティング協会 

主に障害者や高齢者を対象とし、食事や休息など人が必要とする日々

の動作や、就学や就労やスポーツなどの社会活動を実現するために、

おのおのの座位姿勢を最適化するアプローチを、私たちは『シーティン

グ』と呼ぶ 

公益社団法人テクノエイド

協会 

「シーティング」とは、座位で行う様々な活動や参加を支援するために、

快適に姿勢を安定させ、必要な動きを促すための最適なサポートと調

整を実現するための技術的手法を総称する言葉 

澤村精志,伊藤利之 .『車

いす・シーティングの理論

と実践』（はる書房）P6 より

引用 

本書では、シーティング（seating）を、「単に座らせること」と定義する。

「シーティング」という用語は、（中略）医療関係者や用具供給事業者、

それに福祉・教育関係者などによって、それぞれの立場で用いられて

いるのが現状である。それらにおいて共通しているのは、うまく座らせる

ための工夫や技術を指す言葉としても使われていることである。 

木之瀬隆 ,森田智之編 .

『シーティング技術のすべ

て』（医歯薬出版株式会

社）P1 より引用 

シーティング技術は発達障害児・者や高齢者が椅子・車椅子、または

座位保持装置を適切に活用し活動と参加の支援を行うことを指す。ま

た、発達の促進と二次障害の予防や介護者の負担を軽減する領域も

含まれる。 
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廣瀬秀行,木之瀬隆 .『高

齢者のシーティング第二

版』（三輪書店）P1 より引

用 

「椅子」の機能を利用者に適合・調整する技術が狭義のシーティング技

術と言える 

廣瀬秀行 ,清宮清美編 .

『障害者のシーティング』

（三輪書店）P2 より引用 

シーティングとは車椅子を必要とする障害者・高齢者に対して、その人

に最適な座位・臥位・立位を含めた「椅子」を作ると同時に、その使い

方を含めた総合的対応を行って健康・機能・活動・参加が最善になる

状態にすること 

光野有次  吉川和徳『シ

ーティング入門  座位姿

勢評価から車いす適合調

整まで』（中央法規）P18よ

り引用 

シーティングとは、ヒトの座位姿勢と、それを重力空間上で保持するた

めの（車）いすとで構成される概念である。ヒトが（車）いすに座った状態

を身体的・社会的に最適化することで、（車）いす使用者の生活の質を

向上させることを目的に、医療や保健、福祉、工学などさまざまな立場

から提供される技術や活動の総体である 

診療報酬疑義照会資料

（厚生労働省保険局医療

課）平成 29 年７月 28 日 

（問）いわゆる「シーティング」として、理学療法士等が、車椅子や座位

保持装置上の適切な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能

や座位保持機能を評価した上で体圧分散やサポートのためのクッショ

ンや付属品の選定や調整を行った場合に、疾患別リハビリテーション

料の算定が可能か。 

 

（答え）算定可能。この場合の「シーティング」とは、車椅子上での姿勢

保持が困難なため、食事摂取等の日常生活動作の能力の低下をきた

した患者に対し、理学療法士等が、車椅子や座位保持装置上の適切

な姿勢保持や褥瘡予防のため、患者の体幹機能や座位保持機能を

評価した上で体圧分散やサポートのためのクッションや付属品の選定

や調整を行うことをいい、単なる離床目的で車椅子上での座位をとらせ

る場合は該当しない。 
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2. ヒアリング調査 

(1) ヒアリング調査実施概要 

 シーティングや高齢者ケアに関する有識者として下記の３名にヒアリングを実施した。 

 

図表 4 ヒアリング実施先 （50 音順・敬称略） 

氏名 所属 

加島 守 高齢者生活福祉研究所 所長/理学療法士  

近藤 和泉 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

白井 みどり 大阪市立大学大学院 看護学研究科  

 

(2) ヒアリング調査結果 

ヒアリング結果の概要は以下のとおりである。 

 

図表 5 ヒアリング結果概要 

視点 ヒアリング結果概要 

シーティングの

定義 

⚫ 先行文献などにおいて、シーティングの定義として「適切に座る」という文言

が含まれている場合がある。しかし、「適切な座り方」という表現とすると、仙

骨座りといった表面的に異常と見える部分を直そうとするシーティングにつ

ながってしまい、むしろ本人にとって座りにくくなる可能性がある。また、高齢

者と一般成人において適切な座り方は異なることにも留意が必要。 

⚫ 「適切な座位姿勢」という文言は、第三者からの表現である。「本人にとって

快適な座位姿勢」といった、本人目線の表現としたほうがよいのではない

か。また、「本人にとって快適な座位姿勢」に関する具体的な詳細を定義の

後段に追加したほうが分かりやすい。 

⚫ 座った状態での動作や行為の自立という観点に基づき、シーティングの目

的を明確化することが重要。 

⚫ 車椅子は、座幅やシートの奥行、背角度等の調整が容易であり、シーティン

グが実施しやすい。一方、椅子はサイズが元々定まっているものが多いの

で、シーティングが実施しにくい場合がある。 

⚫ 脊髄損傷を呈した方にとって、車椅子は椅子としての機能を有している場合

がある。 

介護施設等に

おけるシーティ

ングの現状 

⚫ 中重度の高齢者の場合、高機能の車椅子が必要になる場合がある。しか

し、そのような車椅子を購入できない介護施設が多い。施設開設時に大量

購入された一律の標準型車椅子では、利用者の個々のニーズに応じたシ
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ーティングを実施するのは極めて難しい。 

⚫ シーティング実施のためには、職員のスキルといったソフト面のみならず、シ

ーティングの備品（椅子・車椅子・クッション・バックサポート等）といったハー

ド面の整備が必須である。 

⚫ 介護保険施設におけるシーティングは施設長のバックグラウンドに左右され

るように思う。施設長が理学療法士の施設では多種類の車椅子等を、施設

長が看護師の施設では高さの違う 3 種類の椅子等を、いずれも開設時から

導入していた。 

シーティングが

対象となる高齢

者 

⚫ 起立性低血圧の予防・改善のためにシーティングを実施することがあるが、

脊髄損傷や変性疾患等、起立性低血圧の原因によって留意すべき事項が

異なる。そのため、疾患や症状の原因等を医師から十分に聞き取った上で

シーティングを実施する必要がある。 

⚫ 認知症の高齢者に対して適切なシーティングを実施するためには、認知症

の周辺症状に対する理解やアセスメントが重要となる。 

シーティングの

プロセス 

⚫ シーティング実施後に現場スタッフがモニタリングし、高齢者の状況に応じ

てシーティング実施内容を変更していくという PDCAサイクルを回すことが最

も重要である。 

⚫ シーティング実施時は、そのプロセスを記録に残す必要がある。 

⚫ 本人や家族に対してシーティング実施の目的を理解してもらうことが重要。

その際は専門用語を分かりやすくかみ砕いて説明に努める必要がある。 

⚫ 認知症の高齢者は不快感等について言葉で説明することが困難な場合が

あるため、表情、動作・行動、姿勢を観察し、本人の置かれている状況を推

測することが重要である。 

⚫ シーティングの目標について、例えば「感染症により家族との面会が困難な

寝たきりの高齢者において、座位保持時間が向上し、玄関まで車椅子で移

動しアクリル板越しに家族と面会ができる」といった身近な例を挙げると、現

場職員にとって分かりやすい可能性がある。 

多職種連携 

 

⚫ 特別養護老人ホームにはリハビリテーション専門職が所属していないケース

がある。また在宅介護においては、介護支援専門員と福祉用具専門員のみ

で福祉用具を検討することが多く、リハビリテーション専門職が関わらない状

況がある。 

⚫ リハビリテーション専門職が配置されているからといって多職種連携による

質の高いシーティングができるとは言えない。リハビリテーション専門職の技

術と意識が重要。 

⚫ 法人内のみならず法人外の理学療法士・作業療法士等との連携も必要。
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例えば、グループホームでは他の医療機関と連携することができる。 

⚫ 介護支援専門員はネットワークが広いため、介護職員の「気付き」をリハビリ

テーション専門職等につなぐ役割を担うことができる。 

⚫ シーティング実施における医師の主な役割としては、シーティング実施にお

ける医学的なリスク管理（意識状態の確認、呼吸・循環機能等、起立性低血

圧や褥瘡などの管理等）や投薬内容の確認が挙げられる。専門性の高い医

師は、座位耐久性の確認、高齢者に応じた椅子・車椅子の用途・大きさ・高

さ等の検討、身体障害者の診断書作成・手帳取得、特殊なタイプの車椅子

の処方・給付申請（重度の変形や起立性低血圧等を有する場合）等、多く

の役割を担う場合がある。 

⚫ 看護師は解剖生理学（形態機能学）等を一通り学んでいるため、シーティン

グに関する教育を受けることにより姿勢の評価等の役割を担える可能性が

考えられる。 

シーティング実

施時に特に慎

重な判断を要す

るケース 

⚫ 障害者の分野では、活動・参加の向上を目的に、脊髄損傷や脳性麻痺等

の方に対してベルトを用いたシーティングを実施することがある。 

⚫ 活動・参加の向上を目的とした、ベルトを用いたシーティング技術が存在す

るが、身体拘束との棲み分けが難しい場合がある。 

シーティングに

対する教育 

 

⚫ リハビリテーション専門職に限らず、幅広い職種の方にシーティングについ

て学んでもらう機会があるとよい。 

⚫ 看護師の教育課程の中で、シーティングに関する教育内容はほとんど見当

たらない。テキストでは一般的な良肢位が説明されているが、高齢者への適

用は難しいと考える。 

⚫ 看護師は療養上の世話（＝日常生活のケア）の役割も担う。日常生活動作

の向上には座位姿勢だけでなく、立位等についても基礎教育の段階でしっ

かりと教育することが重要と考える。 

⚫ リハビリテーション専門職の教育課程において、シーティングに関する内容

が不足していると聞いたことがある。 

⚫ 高齢者のシーティングを促進するには、①大学/専門学校での基礎教育、

②実際現場での現任教育が重要。 
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3. 検討委員会での検討 

シーティングに関するテーマについて、検討委員会にて議論を行った。以下はその議論概要である。 

 

(1) シーティングの定義に関する議論概要 

⚫ 定義として、シーティング実施の目的について言及すべきである。 

➢ シーティングの目的は、「活動・参加」の実現、そして「高齢者の尊厳ある自立した生活の保

障」を目指すものであると言える。単に座位保持をすることではないことに注意が必要。 

➢ 高齢者ケアとしてのシーティングは、高齢者の尊厳ある自立した生活の保障を目指す上での

手段の一つである。 

➢ シーティングの目的として「快適な生活を目指す」等という文言はどうか。「QOL の向上」とす

ると、抽象的かつ専門職向けの言葉となってしまう。 

⚫ 「高齢者ケアとしてのシーティング」の定義を作成するにあたっては、高齢者の特徴等について言

及したほうがよい。 

➢ 体幹機能や座位保持機能が低下した高齢者が、主にシーティングの対象となる。 

➢ 高齢者の一般的な特徴を踏まえつつ、個別性にも配慮する必要がある。 

⚫ シーティングの定義を、「体幹機能や座位保持機能が低下した高齢者が、個々に望む活動や参

加を実現し、自立を促すために、椅子や車椅子等に快適に座るための支援」としてはどうか。 

➢ 「快適に座るための支援」について、具体的にはどのような支援を表しているのかについて付

記したほうがよい。 

 

(2) シーティングの意義に関する議論概要 

⚫ シーティングを実施し離床を促すことで、意識の覚醒化や、廃用症候群、嚥下障害、骨粗しょう症、

褥瘡といった二次障害の予防につながる。 

⚫ シーティングを実施し高齢者にとって快適な座位姿勢がとれるよう支援することで、本人の有する

能力を最大限活かし、活動・参加の向上、生活の質（QOL）の向上につながる。 

⚫ 介護現場では、椅子に座ることができるにもかかわらず、歩行能力低下や認知症を理由として、安

易に車椅子を常時使用させられている高齢者が見受けられる。椅子やテーブル等の環境を整え

ることで、「椅子に座る」という当たり前の生活を保障できることが期待される。 

➢ 施設備品としての車椅子は本来、移動のための手段に用いられ、「座る」ための用具として十

分な機能を備えていないケースが多い。 

⚫ 施設や自宅では椅子（背もたれやアームレストが付いている安楽用の椅子等）の利用が増えてき

ている。椅子に座ることで、呼吸器や循環器が正常に機能する事例が見受けられる。 

 

(3) シーティングの対象となる高齢者像に関する議論概要 

⚫ 高齢者は、複数の疾患を有している場合が多く､その症状も多彩である。高齢者によくみられる座
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位姿勢の原因は、高齢者それぞれによって異なる。アセスメントを通して原因を探り、個別ケアとし

てシーティングを実施することが重要。 

⚫ 認知症の高齢者に対し、シーティングによって離床を促し、本人の慣れ親しんだ環境を整えること

で、認知症の症状の緩和が期待できる。 

 

(4) シーティングの目的に関する議論概要 

⚫ 高齢者のシーティングを考える際は、その人の全体像を捉えた上で実施する必要がある。 

➢ 高齢者の支援の全体像を捉えて考えるためのツールである国際生活機能分類（ ICF；

International Classification of Functioning, Disability and Health）に準じて、シーティングの

目的を整理することができる。 

⚫ シーティングを行った結果、安全かつ適切に座ることが可能となった椅子・車椅子やその付属品

等は、ICF の枠組みの中においては「環境因子」に該当する。 

➢ シーティングを通して高齢者を取り巻く環境を変化させることによって、高齢者本人の「心身

機能・構造」「活動」「参加」の促進を実現し、本人のより快適な生活の保障と尊厳の保持を目

指すことができる。 

 

(5) 多職種連携に関する議論概要 

⚫ シーティングはリハビリテーションの一環として医師・理学療法士等により実施されることもあれば、

日常生活のケアとしても実施される。 

➢ そのため、高齢者のケアに関わるそれぞれの職種がシーティングの基礎知識を身に付けるこ

とが重要である。 

⚫ 現状では、姿勢を意識した施設とそうではない施設の差が大きい。姿勢を意識できている施設で

は、現場の介護職員が食事の際等に姿勢が崩れてしまった高齢者の状態に気付き、リハビリテー

ション専門職に対応を依頼している。シーティングにおいては、すべてをリハビリテーション専門職

等に任せるのではなく、現場の介護職員の意識を高めることが重要である。 

⚫ シーティングのプロセスにおける介護職員の主な役割は、高齢者が何に困っているか（課題）等を

見つけ出す「課題の第一発見者」であることである。課題の発見後、必要に応じてリハビリテーショ

ン専門職等に詳細な評価・プランニング等を依頼する、という流れである。 

➢ 介護職員やリハビリテーション専門職のみならず、看護師の役割も重要となる。 

➢ 介護支援専門員は、ネットワークを活かした多職種や他事業所等との連携を担う。 

➢ 生活相談員は、シーティング実施に係る行政や医療機関等との連携を担うことが多い。 

➢ 福祉用具関連の事業者は、個々の高齢者に合った福祉用具等の提案や椅子・車椅子等の

調整を担当する。 

➢ 特別養護老人ホーム等においては、機能訓練指導員がシーティングに関わることも考えられ

る。 

⚫ シーティング実施においては多職種連携が重要だが、リハビリテーション専門職等が所属してい



12 

 

ない介護施設等がある。そのため、それぞれの職種の役割を限定することなく、柔軟にシーティン

グを実施することが重要。 

➢ 専門的な知見を持つ職種と日常的に関わることが少ない場合は、外部の事業所や施設外の

専門家や専門業者との連携・協力が必要となる。 

➢ グループホーム等においては、「生活機能向上連携加算」等のスキームを用いて外部事業

所等と連携を図ることが考えられる。 

⚫ シーティングを実施するにあたっては、家族の意見や要望を参考にすることも重要。 

 

(6) シーティングのプロセスに関する議論概要 

① シーティングに関する基礎知識 

⚫ シーティングを実施する上では、基本的な座位姿勢に関する基礎知識を持っておくことが重要。 

➢ 基本的な姿勢を踏まえつつ、円背や運動麻痺等、それぞれの高齢者の身体の状態に応じて

柔軟に対応することが求められる。 

⚫ 多職種で連携しシーティングを実施する上の共通言語として、椅子や車椅子の各部名称につい

て共通認識を持っておくことが重要。 

 

② シーティング実施の全体的な流れ 

⚫ シーティングとは、PDCA サイクルにしたがって絶えず評価・修正を繰り返しながら、利用者の状態

やニーズに応じて絶えず実施内容を変更していくプロセスである。 

⚫ シーティングのプロセスは、課題への気づき→シーティングの必要性検討→アセスメント→シーテ

ィング実施内容の検討・実施→高齢者の状態に応じた再評価、フォローアップ、と整理できる。 

⚫ シーティングとは、「適切なケア」全体の一行為である。専門家が見立ててマニュアル化し、現場が

そのマニュアル通りに遂行するものではなく、高齢者の状況に応じ、日々PDCA を回しながら判断

していくプロセスである。 

 

③ 課題発見・シーティングの必要性検討 

⚫ 高齢者の日常生活をよく観察し、高齢者が困っていることを見つけ出すことが重要。明らかとなっ

た課題を解決する手段の一つとしてシーティングを実施する必要性があれば、シーティング実施

を検討する。 

➢ 課題を解決するためにはシーティング以外のアプローチも必要となるケースがある。さまざま

なケアの工夫によってその課題を解消することができないかを検討することが重要。 

 

④ アセスメント・目標設定 

⚫ シーティングを実施する際には、アセスメントのプロセスが最も重要である。アセスメントを通して、

「誰のために、何を目指して」という観点を明確にする必要がある。 

➢ アセスメントを通して、高齢者の課題とその原因まで探ることが重要。「座位保持ができるかど



13 

 

うか」といった現象のみならず、「座位保持ができない原因」まで踏み込んで考え、シーティン

グを通してその原因にアプローチしていく。 

➢ 介護職員は、高齢者の臥位や座位の状態、離床時間や移乗方法等といった日常生活にお

けるアセスメントを担うことがある。 

➢ シーティングの実施内容を詳細に検討するにあたっては、Hoffer 座位能力分類、マット評価

等、専門的な評価が必要になる場合がある。 

➢ シーティングにおけるアセスメントでは、身体機能評価のみならず、移乗・更衣・排せつ等の

日常生活動作についても評価している。 

⚫ アセスメントを実施し、課題の背景にある原因を探った上で、シーティングの目標を設定する。 

➢ シーティングの目標とは、シーティングによって期待できる効果を見据え、活動や参加のレベ

ルで設定されるものである。 

 

⑤ シーティングの実施（PDCA サイクル） 

⚫ シーティング実施にあたっては、日々の観察を通して状況を把握し、シーティング実施内容を変

更していくという PDCA サイクルを回していく。 

➢ シーティングの計画立案においては、多職種で連携し、利用者の状態にあった椅子や車椅

子等の選定、座位保持具等の検討を実施する。 

➢ 利用者の状態にあった椅子や車椅子等の選定が重要。椅子と車椅子は日常生活の場面に

応じて使い分ける必要がある。 

➢ 身体機能に適合した椅子・車椅子を選択するには、解剖・運動・生理学の基礎知識や、車椅

子の構造に関する知識が必要。介護保険を含む社会制度への理解も重要。 

➢ シーティングの実施内容の検討に加えて、椅子や車椅子等にどのように移乗するのかについ

ても留意する必要がある。 

⚫ さまざまなクッションやパッド等を活用することで、さらに質の高いシーティングを実施できるケース

がある。 

⚫ シーティングでは、椅子や車椅子に留まらず、ダイニングテーブル等の環境調整の観点も重要で

ある。環境調整に関する取組の一例として、高齢者の体格に合わせて椅子の足の長さを切ったり、

テーブルの高さを調整したりすることがある。 

⚫ 実際の現場では、介護職員がローテーションを組んで日々のケアを担うことが多い。そのため、異

なる介護職員がシーティングを実施したとしても適切に行うことができるよう、シーティング実施の

留意点やクッションやパッドの位置等をスタッフ間で共有しておく。 

⚫ シーティング実施後、当初設定した目標の達成度合いを見極め、シーティングの効果を確認する

ことが重要。当初設定した目標が達成したことが確認され、シーティング実施内容等に修正項目

がない場合は、継続的な観察に移行する。当初設定した目標が未達成であった場合や、シーティ

ング実施内容に修正が必要であると判断された場合は、再びアセスメントを行い、修正したシーテ

ィング実施の具体的な方法について計画を立てる。 
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⚫ 高齢者の状態は絶えず変化するため、シーティング実施によって当初の課題が解決されたとして

も、新たな課題や高齢者のニーズが生じる場合がある。常に利用者の「心身機能・構造」「活動」

「参加」の向上及び快適な生活の保障と尊厳を目指し、その達成のためにシーティングが必要で

あれば、新たなシーティングの実施を検討する。 

 

⑥ 記録作成 

⚫ シーティング実施時、そのプロセスを記録に残すことが重要。 

➢ 介護の現場では、書類量を減らす動きがある。業務量を減らすという観点において、既存の

書類を活用するという方向性も必要である。 

⚫ 日々の観察の記録は介護職員、具体的なシーティング内容の記録はリハビリテーション専門職等

が担うケースが多い。 

 

(7) シーティング実施時に特に慎重な判断を要するケースに関する議論概要 

⚫ 脊髄損傷により体幹機能の弛緩性麻痺を呈し、シーティングとしてベルトを用いて体幹を安定化さ

せなければ姿勢が崩れてしまうような高齢者や、体幹失調により体幹動揺が大きく転落の危険性

が高いが、シーティングとしてベルトを用いて座位を安定化させることで、自身で食事をとることが

できるようになる高齢者がいる可能性がある。 

⚫ 障害者総合支援法に基づく補装具として市町村が支給決定した車椅子及び付属品等を使用し

ている障害者の方々がいる。重度の体幹機能障害がある脊髄損傷や ALSの方々等も高齢化して

きており、今後、介護施設等への入居を含めた介護保険サービスの利用が想定される。 

⚫ 「身体拘束ゼロへの手引き」において、身体拘束禁止の対象となる行為が具体的に例示されてい

る。その中で、椅子や車椅子上における具体的行為の一例として、「車いすや椅子からずり落ち

たり、立ち上がったりしないように、Y 字型抑制帯や腰ベルト、車いすテーブルをつける」ことが記

載されている。 

⚫ 来年度以降、高齢者ケアにおけるシーティング実事例等を詳細に調査し、介護施設や居宅・通所

サービス等におけるケアの実態を把握する必要がある。 
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4. 調査結果を踏まえた整理 

(1) シーティングの定義 

 先行文献調査、ヒアリング調査、検討委員会での議論を踏まえ、高齢者ケアにおけるシーティングを

下記のとおりに定義した。 

 

「体幹機能や座位保持機能が低下した高齢者が、個々に望む活動や参加を実現し、自立を促すた

めに、椅子や車椅子等に快適に座るための支援＊であり、その支援を通して、高齢者の尊厳ある自

立した生活の保障を目指すもの」 

 

＊「快適に座るための支援」とは、高齢者の一般的な特徴や個別性を踏まえて、本人にとって快適

な座位姿勢が保持でき、本人の有する能力を最大限活かせるような椅子や車椅子、付属品等を選

定・適合する個別ケアや専門的技術を指します。 

 

(2) シーティングの意義 

 高齢者ケアにおけるシーティングの意義として、以下の点が挙げられた。 

・ 加齢や疾病等による心身機能の低下等によってベッド上で過ごす時間が長くなっている高齢者

に対し、シーティングを実施し離床を促すことで、意欲の向上や、廃用症候群、嚥下障害、骨粗し

ょう症、褥瘡といった二次障害の予防につながる 

・ シーティングを実施し高齢者にとって快適な座位姿勢がとれるよう支援することで、本人の有する

能力を引き出し、生活の質（QOL）が向上する 

・ シーティングの技術を活用して椅子やテーブル等の環境を整えることで、「椅子に座る」という生活

の保障が期待される 

 

(3) シーティングの対象となる高齢者像 

 シーティングの対象となる高齢者が有する課題や特徴として、脳血管障害、神経筋疾患、起立性低

血圧、廃用症候群、認知症等が挙げられた（図表 6）。高齢者は複数の疾患を有している場合が多く､

その症状も多彩であり、疾患や障害像によってシーティングの実施内容や留意点が異なるため、アセ

スメントを通して原因を探り、個別ケアとしてシーティングを実施することの重要性が示唆された。 

 

図表 6 高齢者が有する課題・特徴及びシーティングの意義・留意点 

課題・特徴 シーティングの意義と留意点 

脳 血 管 障

害 （ 脳 卒

脳の血管が詰まったり、血管が破れたりすることで脳の細胞が損傷して、運動機能障

害や物を認識する機能や言葉を理解する機能が低下するなどの後遺症が残る場合
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中）後遺症 がある。片麻痺の場合は、筋の緊張や感覚障害のため、麻痺側に傾くなど、バランス

能力が低下する。シーティングによりまっすぐな姿勢で座ることで、麻痺側への注意が

改善したり、ADL が改善したりすることが期待される。 

【主な留意点】 

○姿勢を改善するためには麻痺側だけでなく非麻痺側にも留意する。 

○片手片足で車椅子を操作する場合が多いので、操作しやすい座面の高さや傾斜

角等に調整する。 

○障害が固定化された状態では、機能障害に配慮しながら、廃用症候群の予防にも

留意する。 

神 経 筋 疾

患 

脳内のドーパミンが減少して運動機能や自律神経機能が障害されることで、動作が

遅く、手足に震えが生じ、姿勢のバランスを取るのが難しくなるなどの症状がみられる

パーキンソン病などがあり、病状が進行しても本人の意識は鮮明であることが多い。シ

ーティングにより姿勢を整えることで、視界が広がり、活動や参加の意欲が高まること

が期待される。 

【主な留意点】 

○姿勢の障害により、体幹が片側に傾きやすく、また、前屈しやすいので、体幹部を

しっかりと支え、視線が前方を向くように調整する。 

〇本人が作業しやすいように周囲の環境を整え、活動や参加を促す。 

起 立 性 低

血圧 

寝ている状態から座位姿勢や立位姿勢に突然体位変換すると、重力の影響によって

血液が下半身に貯留し、脳の血流が減少して立ちくらみを起こす。シーティングにより

離床時間を増やすことで、起立性低血圧を予防、改善することが期待できる。 

なお、起立性低血圧の原因としては主に脊髄損傷や変性疾患等が考えられ、それぞ

れによって留意すべき事項が異なる。そのため、疾患や症状の原因等を医師から十

分に聞き取った上でシーティングを実施する必要がある。 

【主な留意点】 

〇血圧等バイタルサインの変化に留意する。 

〇1 日にどの程度離床すべきか担当医と相談する。 

〇徐々に離床時間を増やしていく。 

廃 用 症 候

群 

過度な安静や、活動が低下した際に起きる、さまざまな心身機能が低下した状態。具

体的な症状には、筋萎縮、関節拘縮、骨萎縮、心肺機能の低下、精神機能の低下、

褥瘡、嚥下機能の低下などであり、これらはさらに日常生活活動の低下に結び付く。

シーティングにより離床時間を増やすことで、心身に生じるさまざまな好ましくない状

態を予防、改善することが期待できる。 

【主な留意点】 

○四肢に拘縮がある場合は、車椅子やクッション等の選定は特に注意が必要。 
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(4) シーティングの目的 

 高齢者ケアとしてのシーティングは、高齢者の尊厳ある自立した生活の保障を目指す上での手段の

一つであるため、国際生活機能分類（ICF；International Classification of Functioning, Disability and 

Health）を活用し、その人の全体像を捉えた上でシーティングを実施する必要があることが分かった。ま

た、シーティングの目的に関しても、ICF に応じて整理できることが示唆された。例えば、「心身機能・構

造」では心肺機能の改善や消化・排泄機能の改善等、「活動」では日常生活活動の実用性や移動能

力の向上、「参加」ではコミュニケーションの拡大や社会活動の促進が挙げられた（図表 7）。 

 

図表 7 ICF に基づいたシーティングの目的 

 目的 高齢者における具体例 

心
身
機
能
・
構
造 

心肺機能の改善 寝たきりの状態から座位に体位変換することにより、循環機能や

呼吸機能の改善が期待される 

消化、排泄機能の改善 便秘の改善等 

傍脊柱筋の筋力維持・強

化と姿勢制御 

寝たきりの状態から座位に体位変換することにより重力に逆らっ

た姿勢となり、体幹周囲筋が活動する機会が増える 

摂食・咀嚼・嚥下と食事

姿勢の改善 

シーティングにより体幹、頭部、顎部が安定し、唇や舌の動きが

改善し、嚥下機能の改善が期待される 

目と手の協調性、上肢機

能の改善 

シーティングにより体幹が安定することにより、上肢動作能力が

向上する 

○呼吸不全がある場合や、摂食・嚥下状態が悪い場合には、ポジショニング評価を丁

寧に行い機能的な改善の目的を明確にする。 

認知症 単なるもの忘れと異なり、脳神経細胞の変性や壊死や環境要因等により、記憶障害、

見当識障害、理解力や判断力の低下等が生じ、日常生活に支障をきたしている状

態。認知症の進行にしたがい、家庭外での IADL（手段的日常生活動作）、次に家庭

内の IADL、そしてBADL（基本的日常生活動作）の順に低下する。また、運動能力低

下、活動性低下が認知症の進行につながる。シーティングによって離床を促し、本人

の慣れ親しんだ環境を整えることで、認知症の症状の緩和が期待できる。 

【主な留意点】 

○症状が進行し、立ち上がる機能や歩行能力が低下した状態で椅子を使用する場

合が多いが、自分の置かれている状況が判断できないために、椅子や車椅子に違和

感があると急に立ち上がろうとして転倒する場合があるため注意する。 

○意思の伝達が難しい場合は、大声を出す、そわそわする、多動になるなどの行為

に留意し、急な立ち上がりや転倒につながらないよう、本人の意図や原因を確認する

対応が必要となる。 
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活 

動 

日常生活活動の実用性

向上 

シーティングにより体幹が安定することにより、食事・更衣・整容と

いった上肢を用いた動作の自立度が向上する 

移動能力の向上 シーティングにより体幹安定、上肢動作が向上し、車椅子自走、

介助での移動、電動車椅子の操作等が容易になり、移動能力

が拡大する 

参 

加 

コミュニケーションの拡大 視界や活動範囲が拡大することにより、介護スタッフや他の入居

者等とのコミュニケーションの機会が増える 

社会活動の促進 活動範囲の拡大・コミュニケーションの拡大により、社会活動へ

の参加の機会が増える 

環
境
因
子 

介護支援の容易化 適切な座位姿勢は介護を容易にする。例えば、仙骨座りが原因

で、移乗介護時に前方及び後方から支える必要がある高齢者に

対してシーティングを実施することにより、前方からの介護者 1人

だけで移乗介護ができるようになる場合がある。 

個
人
因
子 

活動・参加に対する意欲

の向上 

シーティングを実施することで、利用者の希望に応じた時間、無

理がなく、痛みがなく、安楽に座ることができ、また、視界や活動

範囲の拡大により活動・参加の意欲が高まる 

 

(5) シーティングにおける多職種連携 

① 日常生活におけるケアとしてのシーティング 

 シーティングは、医師・リハビリテーション専門職等により、リハビリテーションの一環として実施される

ことがある。しかし、高齢者ケアとしてのシーティングは、リハビリテーションの場面のみで実施されるもの

ではなく、日常生活のケアとしても実施されることが分かった。 

 

② 多職種連携の意義 

 日常生活のケアとして質の高いシーティングを実施するためには、高齢者ケアに関わるさまざまな職

種がそれぞれの視点でアセスメントを行い、会議等で話し合い、目標を共有し、意思を統一して進めて

いくことが重要であることが分かった。 

 

③ シーティングにおける各職種の役割 

介護職員には、ケアや観察を通じて高齢者の変化に気づく「課題の第一発見者」としての役割が期

待されていることが分かった。シーティングの必要性があると考えられた場合、必要に応じてリハビリテ

ーション専門職等に協力を依頼することも重要であると考えられた。 

 介護職員のみならず、看護師、医師、リハビリテーション専門職等、図表 8に記載の職種がそれぞれ

の視点を活かしてシーティングを実施することが重要であることが示唆された。 

また、それぞれの職種の役割を限定することなく柔軟な対応が求められること、専門的な知見を持つ
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職種と日常的に関わることが少ない場合は、外部の事業所や施設外の専門家や専門業者との連携・

協力が必要であることが明らかになった。 

 

図表 8 シーティング実施における各職種の主な役割 

介護職員  高齢者が日常生活で何に困っているか見つけ出す「課題の第一発

見者」として、ケアの工夫によって課題を解消することができないか

検討 

 リハビリテーション専門職等との連携 

看護師  褥瘡や拘縮等、医学的な見地からのリスク把握 

医師  シーティング実施における医学的なリスク管理（意識状態の確認、

呼吸・循環機能等、起立性低血圧や褥瘡などの管理等） 

 投薬内容の確認 

リハビリテーション専

門職（理学療法士

等） 

 シーティング実施時の身体機能評価や実施内容の提案 

 特に理学療法士は詳細な運動機能や移動能力評価、作業療法士

は椅子やダイニングテーブル等の環境設定や認知機能の評価、言

語聴覚士はシーティング実施内容にかかわる嚥下機能の評価等に

関する専門性を有する 

介護支援専門員  家族や本人の希望聴取やケアプラン作成 

 ネットワークを活かした、多職種や他事業所等との連携促進 

生活相談員  シーティング実施に係る行政や医療機関等との連携 

 

(6) シーティングのプロセス 

 シーティングを実施するにあたっては、まずはその必要性を検討し、アセスメントを実施した上で、計

画を立案し、日々の観察を通して状況を把握し、PDCA サイクルを通してシーティング実施内容を変更

していくというプロセスが重要であることが明らかとなった。先行文献調査、ヒアリング調査、検討委員会

での議論を踏まえ整理したシーティングのプロセスは図表 9 のとおりである。シーティング実施にあたっ

ては、まずは普段の様子の観察を通して生活上の課題を把握する必要があることが示唆された。そし

て、その課題にアプローチする手段の一つとしてシーティングを実施する必要性があれば、シーティン

グ実施を検討することが重要であることが分かった。 

このプロセスにおいて介護職員に期待される役割としては、普段の様子を観察し、いつもと異なる様

子がないか確認することや、普段と異なることに気付いた場合にリハビリテーション専門職等に相談す

ること等が挙げられた。 
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図表 9 シーティングのプロセス 

目標設
定

手順②
シーティン
グ実施に
向けたア
セスメント

手順③
シーティングの実施
（PDCA）

普段の様子の観察を通し、生活上の課題を把握します。その課題にアプローチする手段の一つ
としてシーティングを実施する必要性があれば、シーティング実施を検討します。

【介護職員に期待される役割】
普段の様子を観察し、いつもと異なる様子がないか確認します。普段と異なることに気付いた場
合は、ケアの工夫によって課題を解消することができないかを検討するとともに、必要に応じて専
門職に相談します。

シーティング実施に向けたアセスメントを行います。アセスメントでは、高齢者が有する課題の背景
にある原因を探り、シーティングの目標設定と具体的なシーティングの実施内容検討につなげます。

【介護職員に期待される役割】
寝ている様子や座っているときの様子といった高齢者の普段の生活の様子を、シーティング実施に
向けた詳細なアセスメントを担当するリハビリテーション専門職等に伝達する役割を担います。

アセスメントに基づきシーティングの実施プランを立て、実際にシーティングを実施します。PDCAサ
イクル（Plan、Do、Check、Action）にしたがって、日々の観察を通して状況を把握し絶えず
評価・修正を繰り返しながら、利用者の状態やニーズに応じて絶えず実施内容を変更していくこ
とが重要です。

    

アセスメントに基づき具体的な方法について計画を立てます。計画を立てるに
当たっては、利用者の状態にあった椅子や車椅子、補助具等の選定のみな
らず、シーティングを実施する日常生活の場面を明確にします。

【介護職員に期待される役割】
シーティングの実施計画を日々のスケジュールに落とし込む際に、高齢者の
日々の様子を専門職等に情報伝達します。

Do

具体的な計画に基づいて、実際にシーティングを実施します。

【介護職員に期待される役割】
専門職等とともに、日々の生活でシーティングを実施する役割を担います。
シーティングの実施方法等について、介護職員間で情報共有しておくことが
重要です。また、シーティング実施にあたり日々の様子を観察し、変化に気づ
いた場合は、必要に応じて専門職に情報を伝達します。

Check

シーティング実施後、当初設定した目標の達成度合いを見極め、シーティン
グの効果を確認します。

【介護職員に期待される役割】
シーティング実施後の変化を観察し、リハビリテーション専門職等に伝達しま
す。

Action

当初設定した目標が未達成であった場合や、シーティング実施内容に修正
が必要であると判断された場合は、再びアセスメントを行い、修正したシーティ
ング実施の具体的な方法について計画を立てます。

【介護職員に期待される役割】
シーティング実施内容が変更された場合にその内容を把握し、介護職員同
士で情報共有します。

手順 
シーティン
グ実施の
必要性の
検討

課題
発見

シーティ
ング必要
性検討

アセス
メント

継続的な
観察

PDCAサイクルにしたがってシーティングを実施することで、当初の目的を達成できた場合、その状
態が継続できるよう支援します。新たな課題が生じた場合は、手順 に戻りましょう。



21 

 

① シーティング実施に向けたアセスメント 

アセスメントを通して、高齢者の課題とその原因まで探ることが重要であることが示唆された。高齢者

が有する課題の背景にある原因を探り、シーティングを通してその原因にアプローチしていく姿勢が求

められることが分かった。 

このプロセスにおいて介護職員に期待される役割としては、寝ている様子や座っているときの様子と

いった高齢者の普段の生活の様子を観察し、シーティング実施に向けた詳細なアセスメントを担当す

るリハビリテーション専門職等に伝達すること等が挙げられた。 

 

② アセスメントに基づいたシーティングの実施・継続的な観察 

シーティングとは、PDCA サイクルにしたがって絶えず評価・修正を繰り返しながら、利用者の状態や

ニーズに応じて絶えず実施内容を変更していくプロセスである。そのため、PDCA サイクルのそれぞれ

の段階に応じて、留意すべきポイントがあることが分かった。 

Planの段階において重要なポイントとして、利用者の状態に合った椅子や車椅子等の選定、日常生

活の場面に応じた椅子・車椅子等の使い分け、移乗方法の検討、ダイニングテーブル等の環境調整、

社会制度の活用等が挙げられた。 

Do の段階では、シーティング実施の留意点やクッションやパッドの位置等に関するスタッフ間での情

報共有、シーティング実施中の観察等が重要なポイントとして挙げられた。 

Check の段階では、当初設定した目標の達成度合い及びシーティングの効果の見極めが重要であ

ることが示唆された。当初設定した目標が未達成であったり、シーティング実施内容に修正が必要であ

ったりすることが Check 段階で判断された場合は、Action 段階で再びアセスメントを行い、修正したシ

ーティング実施の具体的な方法について計画を立てることが必要であることが分かった。 

 

③ 継続的な観察 

PDCA サイクルを通して当初の目的を達成できた場合はその状態が継続できるよう支援すること、ま

た、新たな課題が生じた場合は、再度シーティング実施の必要性を検討することの重要性が示唆され

た。 
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(7) シーティング実施時の記録 

 シーティング実施にあたっては、そのプロセス等を日々使用している記録用紙に記録することで、観

察の視点が補強されるとともに、現場の負担を最小限にしつつ適切なシーティングを実施できることが

示唆された。図表 10 は、日々のケアの中での記載内容例である。 

 

図表 10 日々のケアの中での記載内容例 

記載項目 記載内容例 
（参考例） 

記録に活用可能な様式 

 シーティングを実

施する方針 

 アセスメントにより本人の課題解決やニーズ

達成のためにシーティングが寄与すると考え

られる場合には、他のケアと共にシーティング

を実施する旨を明記する。 

 施設サービス計画書 

（第 1 表） 

 具体的な援助方

法 
 実施するシーティングの内容を記載する。 

 施設サービス計画書 

（第 2 表） 

 シーティング提供

に関する多職種

の視点、意見 

 対象者や家族の

意向や満足度 

 複数の職員、多職種から挙げられたシーティ

ングの目標、介入の効果に対する意見を記

載する。 

 職員が把握している、シーティングについて

の対象者本人や家族の意見、満足度などを

記載する。 

 サービス担当者会議

の要点 

（第 5 表） 

 シーティングの評

価・改善点 

 計画したシーティングが適切に実施されてい

るか、目標達成に向けて効果的かどうかを記

載する。 

 シーティングの内容を変更する場合はその内

容を記載する。 

 施設介護支援経過 

（第 6 表） 
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III. 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の作成 

 

1. 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の概要 

 シーティングの基本的な考え方を学び、本人や家族の生活の質（QOL）の向上を目指すことができる

よう、「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」を作成した。 

介護職員等を中心とした介護現場で働く方を主な対象者を設定し、介護現場で働く方に対するシ

ーティングへの理解が促進されるような内容を目指した。 

 

2. 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の構成 

 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の構成及び検討委員会での議論を下記に示

す。手引きの作成にあたっては、一般財団法人日本車椅子シーティング財団、NPO法人日本シーティ

ング・コンサルタント協会からの協力を得た。 

 

図表 11 手引きの構成及び検討委員会での議論 

手引きの章立て 委員からの意見 

第
Ⅰ
章 

高
齢
者
と
シ
ー
テ
ィ
ン
グ 

1. 高齢者ケアに

おけるシーティ

ングの意義 

・ 介護現場では、シーティングよりもポジショニングという言葉が浸

透している。シーティングとポジショニングの関係性について記

載すべき。 

・ シーティングの意義として、寝たきりの予防とその人らしい自立し

た生活の支援について強調すべき。 

・ 椅子に座ることが目的ではなく、活動・参加の向上が目的である

ことをついて強調すべき。 

・ シーティングを実施することで「椅子に座る」という生活を保障で

きるという点を強調すべき。 

2. シーティングの

対象となる高

齢者像 

・ 高齢者は複数の疾患を有している場合が多く､その症状も多彩

である。高齢者に特徴的な「骨盤が後傾している、体幹が傾い

ている、頭部が傾いている」という座位姿勢の原因は個々によっ

て異なる。その点を記載したほうがよい。 

・ シーティングの対象となる高齢者に多くみられる疾患や症状に

対するシーティングの意義と留意点について一覧化すべき。 

・ 認知症の人にシーティングを実施することで、離床を促し、本人

の慣れ親しんだ環境を整えることで、認知症の症状の緩和が期

待できることを記載したほうがよい。 

3. 高齢者ケアに

おけるシーティ

・ 高齢者ケアとしてのシーティングは、高齢者の尊厳ある自立した

生活の保障を目指す上での手段の一つ。その点を強調すべ
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ングの目的 き。 

・ シーティングを行った結果、安全かつ適切に座ることが可能とな

った椅子・車椅子やその付属品等は、ICFの枠組みの中におい

て「環境因子」に該当する。 

4. シーティングに

おける多職種

連携 

・ 高齢者ケアにおけるシーティングはリハビリテーションの場面の

みで実施されるものではなく、日常生活のケアとしても実施され

る、という点を強調すべき。 

・ 医療分野においては、医師の指示に基づき理学療法士等によ

って医行為としてシーティングが実施される場合、診療報酬に

おける疾患別リハビリテーション（脳血管、廃用症候群、運動

器）の算定が可能であることを、コラム等として記載するとよい。 

・ 高齢者のケアに関わるそれぞれの職種がシーティングの基礎知

識を身に付け、連携することによってより良いケアが提供できる

ことを強調すべき。 

・ シーティングにおける介護職員の役割において重要なのは、ケ

アや観察を通じて高齢者の変化に気づく「課題の第一発見者」

としての役割である。 

・ 介護職員に伝わりやすいよう、「現場で気を付けたい高齢者の

変化や希望（例）」を記載すべき。 

・ それぞれの職種の役割を限定することなく、シーティングを実施

することが重要である点を強調すべき。 

・ 必要に応じて外部の事業所や施設外の専門家や専門業者との

連携・協力が求められることを記載すべき。 

・ シーティングにおける家族の役割にも触れるべき。 

第
Ⅱ
章 

高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

進
め
方 

1. 基本的な姿勢

や椅子・車椅

子の各部名称

の理解 

・ シーティング実施における基礎的事項として、基本的な座位姿

勢について整理すべき。 

・ 基本的な座位姿勢を踏まえつつ、それぞれの高齢者の身体の

状態に応じて柔軟に対応する必要があることを強調すべき。 

・ 多職種で連携しシーティングを実施する上の共通言語として、

椅子や車椅子の各部名称について整理すべき。 

2. シーティングの

実際の流れ 

【全体】 

・ シーティングの実際の流れをプロセス図として表現すると分かり

やすい。 

・ 介護職員に期待されていることが伝わるように、各手順において

「各専門職の役割とポイント」を記載すべき。 
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【手順①】 

・ 介護職員がイメージしやすいよう、課題を解決する手段としての

シーティングの例を記載すべき。 

 

【手順②】 

・ 介護職員が主に担う「高齢者の日常生活の中で実施されるアセ

スメント」と、リハビリテーション専門職等が主に担う「専門的な知

見を活かしたアセスメント」の棲み分けを意識して記載すべき。 

・ Hoffer 座位分類等、介護職員等にとって見慣れない専門的な

アセスメント項目については、誰がどのように実施するのか注記

すべき。 

・ 高齢者に対するシーティングの入門書としての本手引きの位置

づけを考慮し、「専門的な知見を活かしたアセスメント」について

は概説的な記載に留めたほうが分かりやすい。 

・ シーティングに関する講習等を通じて取得する知識・技術を活

かすことが必要なアセスメントの項目がある点を記載すべき。特

にマット評価等に関しては講習会等に参加した専門職でないと

イメージが湧かない可能性がある。 

・ アセスメント項目として、意識状態、投薬内容、認知機能検査等

についても触れておくべき。 

・ 高齢者像が多岐にわたる中でのシーティングのアセスメント項目

として、網羅的に記載する方向性で良い。一方で、シーティング

を実施する上で、すべての項目をアセスメントする必要は必ずし

もない、ということが明確に分かるような表現とすべき。 

・ シーティングの「目的」と「目標」の違いを明確に記載すべき。 

・ 介護職員がイメージしやすいよう、具体的なシーティングの目標

を記載すべき。 

・ 利用者の状態にあった椅子や車椅子等の選定・適応が重要で

ある点を強調すべき。 

・ テーブルの高さ等、高齢者の周囲の調整を実施する重要性を

強調すべき。 

・ クッションやパッド、付属品等についても触れるべき。 

・ 椅子や車椅子等にどのように移乗するのかについても検討する

必要がある点を記載すべき。 
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・ シーティングを実施する日常生活の場面を明確化する必要があ

ることを記載すべき。 

・ シーティング実施にあたって日々のケアの中での観察が重要で

ある点を記載すべき。 

・ PDCA サイクルにおける Check 段階として、目標の達成度合い

を見極め、シーティングの効果を確認する必要がある点を記載

すべき。 

・ PDCA サイクルにおける Action 段階として、Check 段階におい

て目標が達成した場合としなかった場合を、場合分けして整理

すべき。 

 

【記録】 

・ シーティングについて記録する際に活用可能な様式を例示する

と分かりやすい。 

・ 記録作成における介護職員とリハビリテーション専門職等の役

割分担について触れておくべき。 

全体構成 ・ 写真や図表、ポンチ絵等を挿入し、読者に伝わりやすいような

工夫をしたほうがよい。 

・ シーティングに関する理論のみならず、「シーティング実施のイメ

ージ」として実践的な内容を記載し、シーティングの実際がイメ

ージしやすいよう工夫すべき。 
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IV. 啓発ツールの作成・配布 

 

1. 啓発ツールの作成過程 

(1) ワーキンググループの組成 

 検討委員会の意見を踏まえ、啓発ツール（リーフレット、動画）の作成にあたり、ワーキンググループを

組成し、各委員の知見を提供いただきながら、適切かつ効果的な啓発ツールとなるよう作業を進めてい

くこととした。 

 本ワーキンググループのメンバーは以下のとおりである。 

 

図表 12 ワーキンググループメンバー（50 音順・敬称略） 

 

(2) ワーキンググループでの実施・検討内容 

本ワーキンググループでは、下記の通り 2 回の打合せと動画撮影会を開催した。 

 

図表 13 ワーキンググループでの実施・検討内容 

回 実施日 実施・検討事項 

第 1 回 
令和 3 年 1 月 6 日 

（木）11：30～12：30 

 ワーキンググループのご紹介 

 リーフレット構成（案） 

 動画構成（案） 

第 2 回 
令和 3 年 1 月 29 日 

（月）15：00～16：00 

 スケジュール、成果物の確認 

 動画（講義編）の構成（案） 

 動画（講義編）の使用スライド（案） 

 動画（実践編）で紹介する実践例 

 動画撮影について 

氏名 所属先・役職名 

川畑 善智  
一般財団法人 日本車椅子シーティング財団 理事（事務局長） 

株式会社パムックス代表取締役 

粂田 哲人  
社会福祉法人 横浜市総合リハビリテーションセンター 

公益社団法人 日本作業療法士協会 

髙木 憲司 和洋女子大学家政学部 家政福祉学科 准教授 

鳥海 房枝 特定非営利活動法人 メイアイヘルプユー 事務局長 
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動画 

撮影会 

令和 3 年 2 月 8 日 

（月）9：00～17：00 

 SOMPO ケア (株 )の施設を借用し、動画（実践

編）、手引き・動画（講義編）で使用する写真の撮

影を実施 

動画 

試写会 

■第 1 回：令和 3 年 3 月 2 日 

（火）9：00～12：0０ 

■第 2 回：令和 3 年 3 月 4 日

（木）16：00～19：00 

 動画（講義編）、動画（実践編）の試作版を上映し

委員に視聴頂いた上で意見交換を実施 

 なるべく多くの委員に視聴していただくために、同

一の内容の試写会を 2 回実施した 

  

(3) ワーキンググループでの主な意見 

ワーキンググループで挙げられた主な意見は以下のとおりである。 

 

図表 14 ワーキンググループでの主な意見 

視点 主な意見 

リーフレットの構

成・内容 

⚫ リーフレットのページ数は 8 ページ程度がよい。 

⚫ シーティングの基礎知識が現場の介護職員等に分かりやすく伝わるよう、

「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」の重要なポイントを抜

粋し、簡略化する形式で作成するとよい。 

⚫ 適宜、「手引きを参照」という文言を付け加えるとよい。 

動画の構成 ⚫ 施設内研修に活用しやすいように、「講義編」「実践編」の二部制とすること

が望ましいのではないか。 

動画（講義編）

の内容 

⚫ 介護職員の役割に焦点をあてたほうが分かりやすくなるのではないか。専門

職の役割については「手引きを参照」という形でもよい。 

⚫ 写真やポンチ絵を使用し、文字を少なめにしたほうがよい。 

動画（実践編）

の内容 

⚫ シーティングの意義が分かりやすいような実践例（適切なシーティングをした

結果、以前はできなかった活動に参加できるようになった等）を紹介した方

がよい。 

⚫ リハビリテーション専門職向けに詳細を伝えるのではなく、介護職員向けに

分かりやすい実践動画であるとよい。 

⚫ シーティングを実施される高齢者役として、介護現場で働いた経験のある高

齢者のモデルの方がイメージが伝わりやすい。介護職員、リハビリテーション

専門職、ケアマネジャー役等は現場経験者が望ましい。 

⚫ 動画の「主人公」は介護職員としたほうがよい。 

⚫ シーティングの介入前後の写真を挿入すると分かりやすい。（試写会でのコ

メント） 
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2. リーフレットの作成 

(1) リーフレットの概要 

 これまでシーティングについて考える機会の少なかった介護現場で働く方、高齢者の家族、実地指

導を行う行政職員にシーティングの概要を理解してもらうために、「高齢者の適切なケアとシーティング

に関する手引き」の重要な考え方を整理し、リーフレット「高齢者と適切なケアとシーティング 本人や

家族の生活の質（QOL)の向上を目指すために大切なこと」を製作した。 

 

(2) リーフレットの構成 

シーティングの概念に初めて触れる方であってもシーティングの重要な考え方を理解しやすいように、

記載内容を厳選するとともに、写真やイラストを使った説明となるよう配慮した。 

リーフレットの構成は下記のとおりである。 

 

図表 15 リーフレットの内容 

コンテンツ 概要 

はじめに ・ 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」と

リーフレットの位置づけ 

高齢者 とシ

ーティング 

シーティングとは ・ 高齢者ケアにおけるシーティングの定義 

なぜシーティングを

実施するのか 

・ シーティング実施の必要性 

・ シーティング実施により期待できること 

介護職員の

役割 

介護職員に期待さ

れること 

・ 高齢者の変化に気づく 

・ 多職種と連携する 

・ 家族とともにシーティングを考える 

シーティング

の進め方 

必要性を検討しよう ・ 「課題の第一発見者」としてできること 

・ 多職種における連携 

アセスメントをしよう ・ 高齢者の現状に関する情報収集、原因追及 

効果を確認しよう ・ 目標達成度の確認、実施内容の修正 

シーティングの取組イメージ ・ イメージ①：高齢者の体格に合わせて椅子やダイニング

テーブルを調整した実践例 

・ イメージ②：介護職員の気づきにより座位時間が延長で

きた実践例 

・ イメージ③：車椅子自走の機会が増えた実践例 

・ イメージ④：他施設と連携して支援した実践例 

 



30 

 

3. 研修動画の作成 

(1) 研修動画の概要 

手引きの重要な内容を抜粋し、介護職員等を中心とした介護現場で働く方のシーティングに関する

理解を促進するため研修用の動画を製作した。動画は、シーティングに関する基礎知識をまとめた「講

義編」とシーティングの実践について説明する「実践編」を用意した。 

「手引き」の内容のうち、介護職員等を中心とした介護現場で働く方に特に関係のあるテーマを選び

コンパクトな内容とすることで業務の隙間時間等を活用した視聴もできるよう配慮した。 

 

(2) 研修動画の構成 

研修動画（講義編）の内容は以下のとおりである。 

 

図表 16 研修動画（講義編）の内容 

コンテンツ 概要 

1.高齢者の座位保持

における現状課題 

・ 高齢者の座位保持における現状と課題 

・ 上記を踏まえた動画の目的 

2.高齢者ケアにおけ

るシーティングの概

要 

・ 高齢者ケアにおけるシーティングとは 

・ なぜシーティングを実施するのか 

・ 「椅子に座る」という暮らしの保障 

・ シーティングの対象となる高齢者像 

3.シーティングにおけ

る多職種連携 

・ シーティングにおける多職種連携の基本的な考え方 

・ 多職種でシーティングを実施する際の役割分担 

４．高齢者ケアにお

けるシーティングの進

め方 

・ シーティングの実際の流れ 

・ 手順①における介護職員の役割とポイント 

・ 手順①「シーティング実施の必要性の検討」 

・ 高齢者の課題とシーティングが必要と考えられる例 

・ 手順②における介護職員の役割とポイント 

・ 手順②「アセスメント」のポイント 

・ 「活動」におけるシーティングの目標（例） 

・ 手順③「シーティングの実施」の考え方 

・ 手順③における介護職員の役割とポイント 

・ 基本的な座位姿勢の理解 

・ 椅子や車椅子の各部名称の理解 

・ 利用者の状態にあった椅子や車椅子等の選定・適応 

・ 手順④「継続的な観察」のポイント 

・ シーティングの「記録」についてのポイント 
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研修動画（実践編）では、「手引き」に示されたシーティングのプロセスを、介護現場で起こり得るシ

チュエーションに応じて実践する例を紹介している。実践例の概要は以下のとおりである。 

 

図表 17 研修動画（実践編）の内容 

コンテンツ 概要 

椅子におけるシーティング実

践例① 

・ 高齢者の体格に応じて椅子やダイニングテーブルを調整した

ケース 

椅子におけるシーティング実

践例② 

・ 介護職員の気づきによりレクリエーション時の椅子座位時間が

延長できたケース 

車椅子におけるシーティング

の実践例 

・ リハビリテーション専門職とともにシーティングを実施することを

通して車椅子自走の機会が増えたケース 

他施設との連携を図ったシ

ーティング実践例 

・ 他施設との連携を図ったグループホーム入居者のケース 

 

 

4. 啓発資料の配布 

高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き、及びリーフレット、研修動画は、都道府県、指

定都市、中核市の高齢者保健福祉担当部署、及びシーティング関連団体に配布した。各自が介護現

場での研修や高齢者の家族、実施指導を行う行政職員の啓発に活用することを想定している。
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V. 本事業の成果 

 

1. 本事業のまとめ 

 本事業では、高齢者ケアにおけるシーティングの定義、意義、プロセス等について検討を行い、手引

きや啓発資料の作成を実施した。 

 

① シーティングの定義に関する整理 

先行文献調査、ヒアリング調査、検討委員会での議論を踏まえ、高齢者ケアにおけるシーティングを

「体幹機能や座位保持機能が低下した高齢者が、個々に望む活動や参加を実現し、自立を促すため

に、椅子や車椅子等に快適に座るための支援であり、その支援を通して、高齢者の尊厳ある自立した

生活の保障を目指すもの」に定義した。 

 

② シーティングの意義に関する整理 

高齢者ケアにおけるシーティングの意義を以下のとおり整理した。 

・ 加齢や疾病等による心身機能の低下等によってベッド上で過ごす時間が長くなっている高齢者

に対し、シーティングを実施し離床を促すことで、意欲の向上や、廃用症候群、嚥下障害、骨粗し

ょう症、褥瘡といった二次障害の予防につながる 

・ シーティングを実施し高齢者にとって快適な座位姿勢がとれるよう支援することで、本人の有する

能力を引き出し、生活の質（QOL）が向上する 

・ シーティングの技術を活用して椅子やテーブル等の環境を整えることで、「椅子に座る」という生活

の保障が期待される 

 

③ シーティングのプロセスに関する整理 

シーティングを実施するにあたっては、「まずはその必要性を検討し、アセスメントを実施した上で、

計画を立案し、日々の観察を通して状況を把握し、PDCA サイクルを通してシーティング実施内容を変

更していくというプロセスが重要である」と整理した。 

 

④ 手引き及び啓発資料の作成 

先行文献調査、ヒアリング調査、検討委員会での議論を踏まえ、「高齢者の適切なケアとシーティン

グに関する手引き」を作成した。また、介護職員等を中心とした介護現場で働く方のシーティングに関

する理解を促進することを目的に、リーフレット及び研修用の動画を作成した。 

作成した手引き、リーフレット、研修動画は、都道府県、指定都市、中核市の高齢者保健福祉担当

部署、及びシーティング関連団体に配布した。 
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2. 今後の課題 

本事業の成果を踏まえ、高齢者ケアにおけるシーティングの更なる普及が実現されるための課題と

して以下の項目が考えられる。 

 

① 高齢者ケアにおけるシーティングの事例調査について 

 本事業を通して、高齢者ケアにおけるシーティングに関する基礎的な知識を整理した。しかし、介護

施設や居宅・通所サービス等におけるシーティングの実態は明らかになっていない。椅子に座ることが

できるにもかかわらず車椅子に座っている高齢者がいる介護現場等もみられる。高齢者の体格に応じ

て椅子やテーブルの高さを調整し、食事が快適にとれるようになったケースなど、適切なシーティング

により高齢者の尊厳の保持やその人らしい自立した生活の支援、QOL の向上に寄与した事例等につ

いて来年度以降調査する必要がある。 

 

② 更なるシーティングの促進のための取組について 

本事業において、シーティングの啓発ツールとしてリーフレット及び動画を作成した。介護施設等へ

のシーティングの更なる普及を進めるためには、介護職員等を中心とした介護現場で働く方に対する

シーティングに係る研修を実施することが求められる。 

研修プログラムとしては、シーティングに関する好事例の紹介、シーティングに係る多職種連携の実

際、適切なアセスメント手法、実践的なシーティング技術、移乗（トランスファー）の技術、効果的な記録

の付け方、特に慎重な判断を要するケースの対応方法等が考えられる。 

研修プログラム構築にあたっては、介護関連の他の研修との効果的な組合せや、シーティング関連

団体等で既に実施されている研修との連動性等について考慮する必要がある。 

 

③ 障害者総合支援法に基づく補装具について 

障害者総合支援法に基づく補装具として市町村が支給決定した車椅子及び付属品等を使用して

いる障害者の方々がいる。重度の体幹機能障害がある脊髄損傷や ALS の方々等も高齢化してきてお

り、今後、介護施設等への入居を含めた介護保険サービスの利用が想定される。介護保険サービス利

用時においても、シーティングとしてこれらの補装具を引き続き活用することについて、来年度以降実

態調査を含め検討していくことが求められる。 
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VI. 資料編 

1. 高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き 
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2. リーフレット 
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3. 動画（講義編）スライド 

高齢者の適切なケアとシーティング
（講義編）

令和２年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業
「車椅子における座位保持等と身体拘束との関係についての調査研究」

高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会

令和3年3月

本動画のコンテンツ

２．高齢者ケアにおけるシーティングの概要

１．高齢者の座位保持における現状と課題

４．高齢者ケアにおけるシーティングの進め方

３．シーティングにおける多職種連携
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１．高齢者の座位保持における現状と課題

快適な座位姿勢がとれることで、

日常生活動作（動作）の改善、

社会的活動への参加促進、

生活の質（ＱＯＬ）の向上が期待される

はじめに －高齢者の座位保持における現状と課題①ー

• 高齢者の座位保持における現状課題と本動画の目的についてご説明します。

シーティングについての基本的考え方

シーティングを実施することで

体幹機能や座位保持機能が低下した

高齢者が、椅子等に快適に座ることが

できるよう支援する個別ケア手法の１つ

高齢者ケアにおけるシーティングとは
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その結果、ベッド上で過ごす時間が長くなり、廃用性症候群をきたしてしまう可
能性もあります。

こうした高齢者に適切なシーティングを実施することで「意識障害の改善」、「廃
用性症候群の予防」、「生活の質（QOL)の向上」を実現し、「その人らしい
自立した生活の確立」に寄与する等が期待できます。

適切なシーティングが実施されない場合、椅子の座り心地が悪かったり、痛み
を感じてしまい、レクリエーションなどの社会参加の機会が奪われてしまうことが
あります。

はじめに －高齢者の座位保持における現状と課題②ー

• シーティング実施のイメージについてご説明します。

シーティング実施のイメージ

QOL向上
廃用性症候群

の予防

意識障害

の改善

その人らしい自立

した生活の確立

はじめに －高齢者の座位保持における現状と課題②ー

現場での課題

✓ シーティングとは何か分からない

✓ シーティングをどのように行って

いけばよいのか 等

現場での悩み

「高齢者本人にとって快適な座位姿勢とはどのようなものか」「高齢者ケ
アにおける適切なシーティングとは何か」について理解が進んでいないこ
とが一因

シーティングの基本的な考え方を学ぶことで、本人や家族の生活の

質（QOL）を向上することを目指して作成された「高齢者の適切

なケアとシーティングに関する手引き」に基づいて、シーティングの

意義やシーティングの進め方などを紹介する

本動画

の目的

その結果生じる課題

椅子に座ることができるにもかかわら

ず、車椅子に座っている高齢者がい

る現場もある
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２．高齢者ケアにおけるシーティングの概要

高齢者ケアにおけるシーティングとは

• 「高齢者の適切なケアとシーティングに関する手引き」では、高齢者ケアにおけるシーティングを
以下のように定義しています。

高齢者ケアにおけるシーティングとは、「体幹機能

や座位保持機能が低下した高齢者が、個々の

望む活動や参加を実現し、自立を促すために、

椅子や車椅子等に快適に座るための支援であり、

その支援を通して、高齢者の尊厳ある自立した

生活の保障を目指すもの」です。

高齢者ケアにおけるシーティングの定義

「快適に座るための支援」とは、高齢者の一般的な特徴や個別性を踏まえて、本人にとって
快適な座位姿勢が保持でき、本人の有する能力を最大限活かせるような椅子や車椅子、
付属品等を選定・適合する個別ケアや専門的技術を指します。
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なぜシーティングを実施するのか

期待される
効果

シーティング
の実施

廃用症候群、嚥下障害、
褥瘡、骨粗しょう症などの、

二次障害の予防

シーティングを実施し、

本人にとって快適な座位姿勢となるよう支援

本人の有する能力を引き出し、
生活の質（ＱＯＬ）が向上

⚫ 加齢や疾病等による心身機能の低下等によって、ベッド上
で過ごす時間が長くなっている高齢者

⚫ 体幹機能や座位保持機能が低下し、個々の望む活動や

参加が阻害されている高齢者

対象者の

イメージ

✓ 施設備品としての車椅子は本来、移動のための手段に用いられ、「座る」た
めの用具として十分な機能を備えていないことが多い

✓ このような車椅子に座り続けることは苦痛であるだけでなく、高齢者のADL
を低下させ、生活の質を下げることになりかねない

「椅子に座る」という暮らしの保障

シーティングを実施することによって、
「椅子に座る」という当たり前の生活を保障

できることが期待されます。

✓ 体幹機能が保たれている場合、食事や作業時、休息時には椅子に座って
生活するのが人間の本来の暮らし

✓ しかし介護現場では、椅子に座ることができるにもかかわらず、歩行能力低
下や認知症を理由として、安易に車椅子を常時使用させられている高齢
者が見受けられます。
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シーティングの対象となる高齢者像

• 高齢者が適切な姿勢をとることが難しくなる原因は様々であることから、個別の状態に応じて
適切なケアをすることが重要です。

✓複数の疾患を有している場
合が多く その症状も多彩

✓椅子・車椅子上の姿勢では、
「骨盤が後傾している、背中
が丸まっている、体幹が傾い
ている、頭部が傾いている」と
いう座位姿勢がみられる

◆姿勢が傾いている原因は個々に

異なる

◆疾患や障害像によってシーティン

グの実施内容や留意点が全く

異なるため、アセスメントを通し

て原因を探り、個別ケアとして

快適なシーティングを実施する

ことが重要

高齢者の特徴 シーティングの必要性・留意点

高齢者ケアにおけるシーティングの目的

高齢者ケアとしてのシーティングの目的

環境因子

活動

個人因子

健康状態

褥瘡予防 など

消化・排泄機能の改善

傍脊柱筋の筋力維持・
強化と姿勢制御

日常生活活動の
実用性向上

移動能力の向上

介護支援の合理化

積極性・意欲の向上

コミュニケーションの拡大

社会参加の促進

心身機能 参加

高齢者の尊厳ある自立した生活の保障を目指すこと

国際生活機能分類（ICF）に基づいたシーティングの目的

生活環境の整備

心肺機能の改善
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３．シーティングにおける多職種連携

シーティングにおける多職種連携の基本的な考え方

※専門的な知見を持つ職種と日常的に関わることが少ない場合は、外部の事
業所や人材との連携・協力が考えられます。

会議等で話し合い、目標を共有し、意思を統一して
進めることが重要

目標の共有

質の高いシーティングを実施するためには、高齢者ケア
に関わる様々な職種がそれぞれの視点でアセスメン
トを行うことが求められる

専門的な視点
でアセスメント

シーティングはリハビリテーションの場面で実施される他
に日常生活のケアとしても実施されるため、ケアに関
わる職種がシーティングの基礎知識を身に付けること
が重要

日常生活の

ケアとして実施
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多職種でシーティングを実施する際の役割分担

多職種でシーティングを実施する際の３つの役割

※介護現場においては、1人の職員が複数の役割を兼務するなど、柔軟な対応が求められます。
それぞれの職種の役割を限定することなく、シーティングを実施することが重要です。

実践
観察

用具

評価

対象の
高齢者

対象者の身体機能を評価する

適切な用具を選ぶ

シーティングを実践し、対象者の様子をモニタリングする

• チームでシーティングを実施する際に3つの役割が連携することが重要です。

４．高齢者ケアにおけるシーティングの進め方
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シーティングの実際の流れ

シーティング実施の

必要性検討

課題

発見

シーティン
グの必要
性検討

アセス

メント

目標

設定

継続的な

観察

シーティング実施に

向けたアセスメント
アセスメントに基づいた

シーティングの実施

手順② 手順③手順① 手順④

シーティングを実施する際の基本認識

CheckAction

Do

計画の
見直し

Plan 定期的な
評価

● 定期的に評価し必要に応じて計画を見直す

● アセスメントした上で計画を立案する

● シーティングの必要性を検討する

● 課題を解決し、価値のある活動や参加を促進することを目指す

手順①における介護職員の役割とポイント

高齢者の
変化に気づく

ケアの工夫
を検討

◼ 高齢者の普段の様子を観察し、いつもと異なる様
子がないか確認する

◼ 普段と異なる様子に気づいた場合は、ケアの工夫
によって課題を解決することができないかを検討

リハビリテーション
専門職等に相談

◼ 必要に応じて看護師やリハビリテーション専門職等
に相談し、解決策を探る

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討
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◼ 高齢者の日常生活をよく観察し、

高齢者が困っていることを見つけ

出す

◼ 特に介護職員は「課題の第一発

見者」としての役割が期待される

手順①「シーティング実施の必要性の検討」

課題発見のポイント

◼ 明らかとなった課題をケアの工夫

によって解決することができないか

を検討する

◼ 必要に応じてリハビリテーション専

門職等と相談しながら、シーティン

グが高齢者の課題を解決する手

段となるかを検討

シーティングの必要性検討のポイント

• 手順 には「課題発見」と「シーティングの必要性検討」のプロセスがあります。

作業療法士とともに食事の様子を確認す

ると、外泊中にリクライニング車椅子の角

度が変わってしまっていたことが判明

外泊から戻った高齢者が、食事中

に普段よりも頻回に食べ物をこぼ

していることに気づいた

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

シーティングの必要性検討の例課題発見の例

高齢者の課題とシーティングが必要と考えられる例

• 高齢者が有する課題と、課題を解決するためにシーティングの実施が必要と考えられる例を
示します。

課題解決の手段として、シーティング実施
の必要性を検討高齢者が有する課題例

殿部の痛みのため長時間
座位をとることができず、食
事を最後まで自分で食べ
ることができない

車椅子を自分で駆動でき
ず、活動範囲が狭小化し
ている

シーティングを実施することに
より痛みを取り除き、食事を
終えるまで椅子に座ることが
できる可能性がある

シーティングを実施することに
より車椅子自走の自立度が
向上し、活動範囲が拡大す
る可能性がある

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討
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手順②における介護職員の役割とポイント

日常生活の
中でアセスメ
ントを実施

リハビリテー
ション専門
職等に共有

◼ 寝ている様子や座っているときの様子、離床時間といった

高齢者の普段の生活の中で現状について情報を収集

し、課題とその原因を探る

◼ 高齢者の普段の生活の様子を、詳細なアセスメントを

担当するリハビリテーション専門職等に共有する

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

手順②「アセスメント」のポイント

◼ 高齢者の現状について情報を収集し、課題とその原因を探る

◼ アセスメントの視点として、日常生活における高齢者の臥位や座位の状態、

離床時間や移乗方法等を確認する

◼ 必要に応じてリハビリテーション専門職等が実施する場合がある

アセスメントのポイント

• 手順②には「アセスメント」と「目標設定」のプロセスがあります。

• このプロセスは、リハビリテーション専門職等も含め多職種で実施する必要があります。

◼ アセスメントを実施し課題とその原因を探ったうえで、シーティングの目標を

設定する

◼ 目標は、シーティングによって期待できる効果を見据え、活動や参加のレ

ベルで設定される

目標設定のポイント

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討
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「活動」におけるシーティングの目標（例）

シーティングにより座位で過ごす時間を増やすことで、

• 椅子に座る時間が向上し、生活リズムが改善する

• 嚥下しやすいポジションとなり、常食が食べられるようになる

• 頸部の前屈が改善し前を向けるようになり、会話が円滑となる

• トイレでの排泄が可能となる

等

「活動」におけるシーティングの目標（例）

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

手順③「シーティングの実施」の考え方

◼ 手順②「シーティング実施に向けたアセスメント」に基づき、シーティングの

実施プランを立て、実際にシーティングを実施する

◼ 実施にあたっては、日々の観察を通して状況を把握し、シーティング実施

内容を変更していくというPDCAサイクル（Plan、Do、Check、

Action）を回すことが必要不可欠となる

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

「アセスメントに基づいたシーティングの実施」の基本的な考え方
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手順③における介護職員の役割とポイント
④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

◼ シーティングの実施計画を日々のスケジュールに落とし込む際に、高齢者

の日々の様子を看護師やリハビリテーション専門職等に情報共有する

役割を担う
Plan

介護職員の役割とポイントプロセス

Do

Check

Action

◼ リハビリテーション専門職等とともに、日々の生活でシーティングを実施

する

◼ シーティングの実施方法等を介護職員間で共有する

◼ 日々の様子を観察し、変化に気づいた場合は、必要に応じてリハビリ

テーション専門職に情報を共有

◼ シーティング実施後の変化を観察し、日常生活場面での目標達成度

を確認し、その結果をリハビリテーション専門職等に共有する

◼ シーティング実施内容が変更された場合は、介護職員同士で情報共

有する

◼ 目標が達成したことが確認された場合は、継続的な観察に移行

◼ 目標が未達成であった場合や、シーティング実施内容に修正が必要で

ある場合は、再びアセスメントを行い、シーティング実施の具体的な方

法について再度検討します。

基本的な座位姿勢の理解

• シーティングを実施するにあたり、まずは基本的な座位姿勢を理解しておくことが重要です。

基本的な座位姿勢

基本的な座位姿勢を理解した上で、それぞれの高齢者の身体の状態に応じ

て柔軟に対応する必要があります。

◼ 骨盤はまっすぐまたはわずかに前傾

している

◼ 脊柱は、緩やかなS字カーブとなっ

ており、体幹全体を外から見渡す

とまっすぐになっている

◼ 膝関節、足関節は曲がっており、

踵が床にしっかりついている

◼ 正面から見て頭がまっすぐで、肩、

肘、膝の高さが左右対称である

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討
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車椅子の各部位名称椅子の各部位名称

椅子や車椅子の各部名称の理解

• シーティングを実施する上で、椅子や車椅子等の各部の名称を理解しておくことも重要です。

1

2

3

5
4

1

2

3

5

4

6

7

1 背もたれ 4 前脚

2 アームレスト 5 後脚

3 座面

1 シート 4 レッグサポート 7 ティッピングレバー

2 バックサポート 5 アームサポート

3 フットサポート 6 ハンドリム

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

• 椅子と車椅子は日常生活の場面に応じて使い分けることが重要です。

利用者の状態にあった椅子や車椅子等の選定・適応

◼ 施設備品としての車椅子は移動のための用具であり、「座る」ための用

具としては十分な機能を備えていない場合がある

◼ 高齢者それぞれのニーズに応じて適切な椅子や車椅子等を考えること

がシーティングを実施する上で重要なポイントの一つ

利用者の状態にあった椅子や車椅子等の選定・適応のポイント

＜例＞

✓ 立位や歩行が可能な場合、食事場面やテレビ

を見てくつろぐ場合は椅子に座る

✓ 歩行が困難な利用者等は、車椅子で自走し

たり、介助により移動する場合がある

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

「椅子やテーブルの高さの選定」、「クッションや車椅子付属品等の検
討」、「椅子や車椅子への移乗方法の検討」については「高齢者の適
切なケアとシーティングに関する手引き」第Ⅱ章を参照してください 。
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◼ PDCAサイクルを通して当初の目標を達成できた場合、
その状態が継続できるよう支援する

手順④「継続的な観察」のポイント

• 目標を達成できた場合は継続的な観察を行い、その状態が継続できるよう支援します。

再び必要性を
検討

◼ 常に「心身機能・構造」「活動」「参加」の向上及び尊
厳ある自立した生活の保障を目指し、再度手順①に
戻り、新たなシーティングの実施を検討する

高齢者の状態は絶えず変化するため新たな課題やニーズが生じ

る場合がある

目標達成した
状態を維持

用具等の必要
性を評価

◼ 機能を補うために一時的に用具等を使用していた場
合、継続的に必要かどうかを評価する必要がある

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討

◼ PDCAサイクルを通して当初の目標を達成できた場合、
その状態が継続できるよう支援する

手順④「継続的な観察」のポイント

• 目標を達成できた場合は継続的な観察を行い、その状態が継続できるよう支援します。

再び必要性を
検討

◼ 常に「心身機能・構造」「活動」「参加」の向上及び尊
厳ある自立した生活の保障を目指し、再度手順①に
戻り、新たなシーティングの実施を検討する

高齢者の状態は絶えず変化するため新たな課題やニーズが生じ

る場合がある

目標達成した
状態を維持

用具等の必要
性を評価

◼ 機能を補うために一時的に用具等を使用していた場
合、継続的に必要かどうかを評価する必要がある

④
観察

③
実施

②
アセスメント

①
必要性検討
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以上で講義の内容は終了です。

ご視聴お疲れ様でした。

令和２年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業
「車椅子における座位保持等と身体拘束との関係についての調査研究」

高齢者の適切なケアとシーティングに係る検討委員会

事務局：株式会社日本総合研究所 / 撮影協力：SOMPOケア株式会社

令和3年3月
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